
第
７
次
鴻
巣
市
総
合
振
興
計
画

の
策
定

新未来こうのす
小泉　晋史

問
令
和
９
年
度
を
始
期
と
す
る「
第
７
次

鴻
巣
市
総
合
振
興
計
画
」を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
今
後
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け

た
市
長
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
市
政
運

営
に
対
す
る
方
針
は
。

答
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済

の
構
造
変
化
等
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

と
、
持
続
可
能
な
基
盤
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
第
７
次
鴻
巣
市
総

合
振
興
計
画
は
、
今
後
10
年
間
の
市
政
運

営
の
羅
針
盤
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
明
確
に
す
る
重
要
な
計
画
と
な
り

ま
す
。
現
在
、
本
市
は
、
第
６
次
鴻
巣
市

総
合
振
興
計
画
に
お
け
る
基
本
構
想
の
策

定
時
点
で
掲
げ
た
令
和
８
年
の
人
口
の
目

標
値
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
お
り
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
定
の
評
価
の
現
れ
と

捉
え
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
減
少
傾

向
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
を

正
面
か
ら
受
け
止

め
、
人
口
や
税
収

の
減
少
に
対
応
し

た
歳
出
構
造
の
転

換
と
、
住
み
良
い

暮
ら
し
の
確
保
を

両
立
さ
せ
る「
ス

マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク（
縮
充
）」の
考
え
方

を
第
７
次
鴻
巣
市
総
合
振
興
計
画
に
採
り

入
れ
、
人
口
構
造
の
変
化
や
利
用
実
態
に

応
じ
た
公
共
施
設
の
最
適
化
や
事
業
の
見

直
し
に
向
け
た
整
理
を
行
う
な
ど
、
行
財

政
改
革
と
の
連
動
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
並
木
市
長
が
令
和
8
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
く
各
種
事
業
を

説
明
し
、
そ
れ
に
対
し
各
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

�

※
質
問
時
間
は
、
10
分
＋
会
派
人
数
×
５
分
で
す
。

代
表
質
問

代
表
質
問

市
長
の
施
政

市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る

方
針
に
対
す
る

第
６
次
鴻
巣
市
総
合
振
興
計
画
の
評
価
は

不
登
校
児
童
生
徒
の
対
応
は

明誠会
芝嵜　和好

問
令
和
８
年
度
は
第
６
次
鴻
巣
市
総
合
振

興
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
が
、
総
合
的

な
評
価
は
。

答
後
期
基
本
計
画
３
年
目
の
評
価
と
し

て
、
設
定
し
た
２
６
７
の
成
果
指
標
の
う

ち
、
計
画
策
定
時
点
の
基
準
値
と
比
較
し

て
58
．43
％
の
指
標
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」か
ら

出
産
・
子
育
て
支
援
、学
校
教
育
の
充
実
、

防
災
・
減
災
の
推
進
、
く
ら
し
の
安
全
対

策
、
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
確
保
、

道
路
整
備
と
い
っ
た
施
策
は
、
市
民
に
と

っ
て
重
要
度
が
高
い
一
方
で
、
満
足
度
が

低
く
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
分
野
と

判
断
し
ま
し
た
。

問
増
加
し
て
い
る
不
登
校 

児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答
不
登
校
の
背
景
要
因
が
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
中
、
学

校
外
の
関
係
機
関
か
ら
の
支
援
も
必
要
と

な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
学
校

に
は
行
け
な
い
け
れ
ど
、
学
び
た
い
、
友

達
と
つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
児

童
・
生
徒
が
家
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
学

校
以
外
の
多
様
な
学
び
の
場
に
つ
な
が
る

こ
と
は
、
そ
の
児
童
生
徒
に
と
っ
て「
社

会
的
自
立
」の
第
一
歩
で
す
。
学
校
や
教

育
委
員
会
を
は
じ
め
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
民
間
施
設
、
専
門
的
な
支
援
機
関
な

ど
と
協
力
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
を
支
援

し
て
い
く
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

予
算
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
は

公明党
川﨑　葉子

問
今
後
、
ど
の
よ
う
に
市
民
の
声
を
確
実

に
市
政
へ
反
映
し
て
い
く
の
か
。

答
令
和
８
年
度
施
政
方
針
の「
誰
も
取
り

残
さ
ず
、未
来
へ
羽
ば
た
く
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
市
長
と
語
る
地
域
懇
談
会
、
市
長
の

ま
ち
探
検
、
市
長
へ
の
意
見
・
提
言
な
ど

で
地
域
の
声
を
的
確
に
把
握
し
、
議
会
で

十
分
に
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
実

現
す
る
と
考
え
、
議
会
と
と
も
に「
魅
力

あ
ふ
れ
る
豊
か
な
鴻
巣
」の
実
現
に
向
け

て
、
公
平
で
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
令
和
８
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

中
学
校
給
食
無
償
化
の
取
組
は

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
と
は

日本共産党
諏訪三津枝

問
国
の
制
度
と
し
て
新
年
度
に
小
学
校
か

ら
給
食
の
完
全
無
償
化
が
開
始
さ
れ
る
。

近
隣
で
は
市
独
自
に
中
学
校
完
全
無
償
化

も
実
施
す
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
実
施
の
検
討
は
。

答
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

を
実
施
す
る
に
は
、
約
１
億
７
千
万
円
の

財
政
負
担
と
な
り
、
他
の
政
策
分
野
を
含

め
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
優
先
度
を
再
検
討
し

た
上
で
の
計
画
の
見
直
し
や
順
延
が
生
じ

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
市
政
運
営
に
長
期

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
国
や
県
に
対
し
、
中
学
校
の
給
食
費

無
償
化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
要
望
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

問
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
は
。

答
避
難
所
開
設
訓
練
や
公
共
施
設
の
一
括

管
理
等
を
、
専
門
的
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

で
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
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成
果
と
課
題
を
総
点
検
し
、
総
仕
上
げ
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
過
程
に

お
け
る
見
直
し
な
ど
、
何
を
ど
の
よ
う
な

基
準
で
選
択
し
て
い
る
の
か
。
市
民
の
知

る
権
利
の
観
点
か
ら
、
そ
の
判
断
過
程
や

影
響
を
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

予
算
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答
政
策
調
整
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
検
討
な
ど
を

基
に
、
令
和
８
年
度
予
算（
案
）を
決
定
し

ま
し
た
。
予
算
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
市
民

に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
行
財
政
運
営
の
さ

ら
な
る
透
明
化
を
図
る
こ
と
は「
市
民
と

歩
む
新
し
い
鴻
巣
」の
ま
ち
づ
く
り
を
前

進
さ
せ
て
い
く
上
で
、
非
常
に
重
要
な
取

組
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
は
、
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
に
努
め
、
予
算
編
成
方
針

の
公
表
な
ど
、
よ
り
一
層
透
明
性
を
高
め

る
取
組
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

第
７
次
鴻
巣
市
総
合
振
興
計
画
と
次
期
水

道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
ま
ち
づ
く
り
は

こうのす未来
金澤孝太郎

問
次
年
度
の
鴻
巣
市
総
合
振
興
計
画
策
定

に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
は
。

答
人
口
減
少
局
面
で
の
行
政
評
価
と
予
算

編
成
、
そ
し
て
実
施
計
画
を
一
体
化
し
て

推
進
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
型
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
着
実
に
機
能
さ
せ
ま
す
。
す
べ
て

の
政
策
分
野
の
成
果
や
効
果
・
課
題
を
総

括
し
解
決
を
目
指
し
、
第
７
次
鴻
巣
市
総

合
振
興
計
画
策
定
へ
確
実
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
感
で
き
る「
誰

も
取
り
残
さ
ず
、
未
来
に
羽
ば
た
く
ま
ち

づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
令
和
９
年
度
が
終
期
と
な
る
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
の
次
期
計
画
の
策
定
は
。

答
計
画
で
は
、
水
道
事
業
が
直
面
す
る
課

題
や
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

安
全
・
強
靭
・
持
続
の
観
点
か
ら
、
現
状

と
課
題
等
を
整
理
し
、
水
道
事
業
の
中
長

期
的
な
方
向
性
を
決
定
し
ま
す
。
今
後
10

年
間
の
水
道
事
業
の
方
向
性
を
明
確
に

し
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
水
道
事
業
と

し
て
、
将
来
に
繋
が
る
次
期
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問　
・
地
域
人
材
活
用
事

業　
・
観
光
交
流
促
進
事
業

「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
交
通
安
全
対
策
」

事
業

かいえんたい
秋谷 　修

問「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
交
通
安
全
対
策
事

業
」は
３
年
間
実
施
し
た
が
、
事
業
を
止

め
る
理
由
、
交
通
安
全
対
策
に
ど
れ
く
ら

い
寄
与
し
た
の
か
。

答
選
挙
時
の
公
約「
カ
ー
ナ
ビ
を
利
用
し

た
交
通
安
全
対
策
」は
、
交
通
事
故
発
生

箇
所
や
事
故
と
相
関
関
係
の
高
い
デ
ー
タ

を
組
み
合
わ
せ
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
交
通
事
故

発
生
リ
ス
ク
値
を
算
出
し
、
数
値
を
基
に

地
図
上
に
可
視
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
、交
通
安
全
対
策
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
事

業
者
よ
り
、
令
和
７
年
度
末
で
サ
ー
ビ
ス

終
了
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業

を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
再
検
証
し
、

「
こ
う
の
と
り
っ
ぷ
」へ
の
情
報
提
供
も

継
続
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
身

近
な
道
路
の
危
険
箇
所
を
、
視
覚
的
・
数

値
的
に
把
握
が
可
能
と
な
り
、
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事

業
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交
通
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す
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さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
交
通

安
全
対
策
に
一
定
の
効
果
が
あ
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の
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て
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。
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